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く

国
史
の
領
域
で
量
質
と
も
に
重
要
な
部
分
を
占
め
る
仏
教
の
歴
史
に
つ
い
て
、
教
団
史
的
ま
た
は
教
理
史
的
研
究

は
刮
目
す
べ
き
成

果
を
挙
げ
て
い
る
が
、
従
来
は
教
化
者
を
含
め
た
被
教
化
者
の
宗
教
的
実
践
を
主
体
と
す
る
信
仰
史
の
研
究
が
閑
却
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
遺
憾
で
あ
る
。

本
論
文
は
か
か
る
観
点
か
ら
平
安
時
代

の
浄
土
教
信
仰
史
を
解
明
す
る
た
め
、
三
篇
十
四
章
に
分
ち
比
叡
山
浄
土
教
の
信
仰
史
の
確

立
を
意
図
し
た
。
第

一
篇
叡
山
浄
土
教
信
仰
の
展
開
は
、
叡
山
浄
土
教
の
展
開
を
信
仰
史
的
立
場
よ
り
通
観
す
る
と

二
期
に
区
画
せ
ら

れ
、
そ
の
分
岐
点
は
良
源
の
没
年
で
あ
り
源
信
の

『
往
生
要
集
』
成
立
の
年
時

(九
八
五
)
と
す
べ
き
で
あ
る
。
前
期
の
特
色
は
最
澄

・
円
仁
、
と
り
分
け
円
仁
の
教
学
、
信
仰
実
践
の
浸
潤
時
代
で
あ
る
。
常
行
堂
の
建
立
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
五
台
山
将
来
の
念
仏
、
そ

れ
等
の
普
及
度
は
往
生
伝
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
円
仁
の
平
素
所
修
の
行
業
は
多
元
的
で
あ

っ
て
、
そ
れ
等
を
継
承
す
る
弟
子
等
は

一
家
を
樹
立
し
、
そ
の
譜
脈
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
期
の
末
に
法
師

・
沙
弥
と
称
さ
れ
る
肉
食
妻
帯
者
、
ま
た
は
造
悪
人

の
念
仏
往
生
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
が
、
慶
滋
保
胤
は
こ
れ
を
黙
殺
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
自
身
の
堅
持
す
る
孤
高
性

に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。



平
安
時
代
後
期

の
浄
土
教
信
仰
史

の
特
色
は

『往
生
要
集
』
の
思
想
の
浸
透
で
あ
る
。

『
往
生
要
集
』
は
源
信

の
宗
教
体
験

の
告
白

書

で
あ
り
、
他
面
先
賢
古
徳

の
思
想

・
行
動
が
彼

の
体
験
を
瀘
過
し
て
彼

の
思
想
体
系

の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
例
は

臨
終

に
願
文
を
持

つ
こ
と
、
臨
終
行
儀
等
に
み
ら
れ
る
。
源
信
自
身
い
う
如
く
、
「求
二極
楽
一者
。
不
三必
専
二
念
仏
一。
須
卞
明
二余
行
一。

任
申
各
楽
欲
上
。」
と
あ

っ
て
、
天
台
僧
と
し
て
立
場
が
復
活
し
、
『往
生
要
集
』
に
諸
行
を
説
き
示
し
て
い
る
。
よ
っ
て
そ
の
教
説
を
信

奉
す
る
後
期

の
往
生
人

の
行
業
は
多
様
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
等

の
複
合
も
あ
っ
て
類
型
的
に
整
理
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
蓋
然

性

に
よ
っ
て
分
類
を
試
み
た
。

念
仏
信
仰

の
源
流
は
叡
山

の
常
行
堂
を
拠
点
と
し
た
が
、
こ
の
常
行
堂
が
都
市
、
地
方
に
分
散
建
立
せ
ら
れ
て
念
仏
運
動
が
拡
大
し
、

阿
弥
陀
堂

の
建
立
等
に
よ
っ
て
念
仏
信
仰
が
興
隆
し
た
。
寺
院
が
信
仰
運
動

の
中
核
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
恵
ま
れ
た

立
地
条
件
に
よ
っ
て
上
下
の
信
仰
を
集
め
た
の
は
四
天
王
寺
で
あ
る
。

『
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
に
荒
陵
の
東
の
地
は

「
昔
釈
迦
如

来
転
法
輪
所
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
宝
塔

・
金
堂
は

「
相
二
当
極
楽
土
東
門
中
心
一」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
縁
起
の
説
に
よ

っ
て
、
後
世
忍

性

は
衡
門
に
表
し
て
、

「
釈
迦
如
来
転
法
輪
所
当
極
楽
土
東
門
中
心
」

の
額
を
掲
げ
て
極
楽
の
此
土
に
お
け
る
標
識
と
し
た
。

こ
の

『
御
手
印
縁
起
』
の
出
現
が
、
四
天
王
寺
と
浄
土
教
を
結
合
さ
せ
る
基
礎
と
な

っ
た
。
同
縁
起
奥
書
の
要
旨
に
よ
れ
ば
、
こ
の
縁
起
文

は
金
堂
に
納
め
ら
れ
、
濫
り
に
披
見
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
寛
弘
四
年

(
一
〇
〇
七
)
八
月

一
日
、
金
堂
の
六
重
塔
の
中

よ
り
都
維
那
十
禅
師
慈
運
が
発
見
し
、
こ
の
時
点
か
ら
浄
土
教
を
踏
ま
え
た
四
天
王
寺
信
仰
が
興

っ
た
。

『御
手
印
縁
起
』
の
発
見
は
貴
族
社
会
に
太
子
の
政
治
理
念
を
確
認
せ
し
め
、
さ
ら
に
仏
教
外
護
と
寺
院
建
立
、
及
び
そ
れ
等
に
伴

う
資
財
田
園
の
寄
捨
、
広
く
人
民
救
済
者
は
身
分
の
如
何
を
論
ぜ
ず
太
子
の
後
身
な
り
と
の
予
言
、
四
天
王
寺
を
尊
信
す
る
者
は

一
仏

浄
土

の
縁
を
結
ぶ
と
の
内
容
の
普
及
に
よ
っ
て
、
四
天
王
寺
信
仰
は
広
く

一
般
社
会
に
徹
底
さ
れ
た
。
な
お
当
時
貴
族
間
に
お
い
て
醸

成

さ
れ
た
風
潮
は
社
寺

の
巡
拝
で
あ
っ
て
、
初
期
に
お
い
て
は
南
都
の
諸
大
寺
詣
で
の
往
還
に
天
王
寺
に
詣
る
と
い
う
形
式
で
あ

っ
た
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一
五
四

が
、
後

に
は
天
王
寺
詣
で
を
目
的
と
す
る
に
至

っ
た
経
路
を
資
料

に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
天
王
寺
念
仏
と
い
う
集
団
念

仏
が
結
集
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
長
期

に
わ
た
り
滞
在
し
、
そ
の
間
西
門
を
中
心
と
し
た
浄
土
教
儀
礼
も
と

り
行
わ
れ
た
。

貴
族

の
信
仰
を
天
王
寺

に
収
欖
し
た
他

の
理
由

の

一
は
、
当
時
の
四
天
王
寺
別
当
が
公
家
貴
顕

に
接
近
し
た
効
験
僧
、
ま
た
は
そ
の

出
身

が
高
貴

で
あ

っ
て
、
貴
族
社
会
と
の
接
触
が
容
易

で
あ

っ
た
こ
と
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。

浄
土
教
信
仰
史

の
資
料
源
と
な
る
六
往
生
伝

の
成
立
は

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
を
根
本
と
し
、
他
は
そ
の
遺
漏

の
修
補
と
続
篇
の
性

格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
各
成
立
過
程
に
は
幾
多

の
解
決
す
べ
き
問
題
が
横
た
わ

っ
て
い
る
。
撰
者

の
社

会
的
地
位
、
教
養

と
生
活
環
境
、
交
友
関
係
の
個
人
差

に
よ
り
、
各
続
篇

の
口
頭
伝
承
を
筆
受
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。

文

人
貴
族

に
よ

っ
て
手
記
せ
ら
れ
、
当
時
広
く
世
間

に
公
表
せ
ら
れ
な
か

っ
た
記
録
申

に
、

い
わ
ゆ
る

「異
相
往

生
者
」

に
匹
敵
す

る
近
親
の
往
生
に
対
す
る
感
激
記
事

の
存
在
す
る
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
他

『扶
桑
略
記
』、

『本
朝
世
紀
』、

『
百

練
抄
』
の
史
書
に
も
、
そ
の
例
を
二
三
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
よ

っ
て
往
生
伝
作
者
の
伝
聞
以
外
に
、
な
お
多
く

の
往
生
人
の
資
料

が
眠

っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

往
生
伝
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
判
明
す
る
事
実
は
、
そ
の
編
纂
の
体
裁
に
よ

っ
て
撰
者
自
身

の
性
向
を
自
ら
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
概
括
的
に
は
信
仰
の
型
態
を
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
慶
滋
保
胤

は
四
衆
の
順
序
に
よ
っ
て
伝
記
を
配
置
し
、
さ
ら

に
身
分
に
よ
っ
て
念
仏
の
内
容
を
分
け
、
序
に
は
悪
人
の
往
生
を
引
き
な
が
ら
、
日
本
の
例
は

一
も
挙
げ
て
い
な
い
。
大
江
匡
房
は
大

江

一
家
の
往
生
者
四
名
の
伝
を
収
録
す
る
付
帯
事
業
と
も
極
言
せ
ら
れ
る
往
生
伝
編
集

で
あ
る
。
よ

っ
て
内
容
の
伝

1111II
の
配
列
順
序

は

官
僚
優
先
の
精
神
が
反
映
し
て
い
る
。
僧
侶
に
つ
い
て
も
官
僧
を
先
き
と
し
、
無
官
の
僧
を
後
と
し
て
い
る
。
ま
た
宿
善
の
思
想
を
導

入

し
、
悪
人
往
生
に
随
喜
渇
仰
の
賛
辞
を
呈
し
て
い
る
。



三
善
為
康
の
往
生
伝
の
成
立
に
つ
い
て
も

『拾
遺
往
生
伝
』
三
巻
は
、

一
応
上
中
二
巻
と
下
巻
と
に
区
切
っ
て
考

え
、
ま
た

『後
拾

遺
往
生
伝
』
三
巻
を
も
含
め
て
、
全
体
六
巻
の
う
ち
第
三
巻
以
前
と
以
後
に
分
け
て
特
色
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
信
仰

は
序
文
に
明
ら
か

で
あ
り
、

『
拾
遺
往
生
伝
』
上
申
二
巻
に
収
録
せ
ら
れ
る
伝
記
の
配
列
は
男
性
の
出
家

・
在
家
、
女
性
の
出
家

・
在
家
と
追
記
二
名
で

あ
る
。
こ
の
点
よ
り
見
る
限
り
慶
滋
保
胤
の
タ
イ
プ
を
継
承
す
る
信
仰
内
容
と
判
定
さ
れ
る
。

蓮
禅

の

『
三
外
往
生
記
』
は
為
康

の
往
生
伝
と
重
複
す
る
伝
記
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
記
事

の
相
違
は
両
者

の
信

念

の
相
違
と
伝
承
経
路

の
相
違
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
新
出
の
往
生
人
は
地
方

の
無
名
僧
が
多
く
、
亡
年
月

も
不
明
で
あ
る
こ

と
は
、
下
層
社
会

に
伝
承
せ
ら
れ
て
い
る
閭

に
脱
落
し
た
も
の
で
あ
り
、
捨
身
往
生
者
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
も
特
色
で
あ
る
。

宗
友

の

『本
朝
新
修
往
生
伝
』
は
慶
滋
、
大
江
、
三
善
三
氏

の
往
生
伝

の
補
遺

・
続
篇
と
し
て
四
十
二
人
の
伝
を
撰
集
し
た
も
の
で

あ
る
。
宗
友

の
感
銘
を
深
く
し
た
の
は
、

「往
生
極
楽
は
信
心
に
あ
る
べ
し
夛
」
と
い
う
為
康
の
臨
終
の
言
で
あ
っ
た
。
平
安
時
代
の

浄

土
教
信
仰

の
底
辺
を
流
れ
て
い
た
形
式
主
義

の
否
定
、
そ
れ
に
替
る
信
心
の
強
調
、
か
く
の
如
き
信
仰
型
態
交
替

の
胎
動
に
よ
り
、

次
代

に
大
き
く
展
開
す
る
鎌
倉
新
仏
教

の
息
吹
き
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

　二く

第
二
編

に
論
ず
る
と
こ
ろ
は
、

一
般

に
寺
院
が
持

つ
機
能
は
教
化

セ
ン
タ
ー
と
し
て
多
様
で
あ

っ
て
、

一
概
に
規
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
最
大
公
約
数
的
に
は
祈
願
と
修
道
の
二
面
性
を
持
ち
、
極
楽
を
髣
髴
せ
し
め
る
荘
厳
を
施
す
な
ど
、
そ
れ
自
体
信
仰
を
培

養
す
る
に
足
る
機
関
で
あ
る
。
こ
の
道
場
に
お
い
て
修
さ
れ
る
浄
土
教
儀
礼
も
多
種
多
様
で
あ

っ
て
、
概
括
的
に
は
平
生
と
臨
終

の
儀

礼

に
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
平
生
の
行
法
と
し
て
も
集
団
的
と
個
人
的
行
業
に
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ

の
修
す
べ
き
儀
礼

の
日
時
期
閻
も
年
聞
定
期
的
に
数
回
、
例
え
ば
春
秋
二
期
、
ま
た
は
春
夏
秋
冬
の
四
季

の
如
き
で
あ
り
、
又
は
月
例
定
期
的

に
行
わ
れ
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一
五
六

る
も
の
と
、
任
意
に
適
宜
行
わ
れ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
自
行
を
目
的
と
す
る
念
仏
行
そ
れ
自
体
が
、
結
縁
来
会
者
に
多

大

の
感
銘
を
植
付
け
、
来
会
者
自
身
を
念
仏
信
仰
に
導
入
す
る
不
作
為
的
教
化
の

一
面
を
持

つ
も
の
と
、
念
仏
行
自
体
化
他
を
目
的
と

し
て
修
し
、
来
会
者
の
視
聴
覚
を
介
し
て
、
浄
土
往
生
の
念
を
積
極
的

に
増
進
せ
し
め
る

一
面
を
も
つ
こ
と
に
分
け
ら
れ
る
。

不
断
念
仏
、
百
万
遍
念
仏
は
不
定
期
的
で
あ
る
が
、
勧
学
会
、
二
十
五
三
昧
会
は
定
期
的
で
あ
る
。
不
断
念
仏
と
百
万
遍
念
仏
は
自

行
を
中
心
と
す
る
が
、
結
縁
来
会
者
に
は
不
作
為
的
教
化
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
元
来
浄
土
教
儀
礼
そ
の
も
の
は
自
行
を
目
的
と
す

る
が
、
同
時
に
化
他
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
化
他
そ
の
も
の
に
主
力
が
お
か
れ
、
し
か
も
そ
の
行
修

に
よ
っ
て
自
行
の

策
励
と
な
り
、
そ
の
功
徳
の
還
元
せ
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
の
は
講
会
で
あ
る
。
そ
の
勤
式
を
規
定
し
た
の
が
講
式
で
あ
る
。
浄
土
教
の

講
式
中
異
色
の
あ
る
の
は

『順
次
往
生
講
式
』
で
あ
っ
て
、
当
時
の
貴
族
の
嗜
好
を
満
足
さ
す
に
た
る
音
楽
の
要
素
を
導
入
し
て
い
る
。

特

に
雅
楽

・
催
馬
楽
の
歌
詩
は
各
異
れ
る
旋
律
に
よ

っ
て
陶
酔
境
に
誘
い
、
芸
術
美

に
よ

っ
て
仏
教

の
深
旨
を
知
ら

し
め
る
効
用
が
あ

る
。
迎
講
は
音
楽
を
伴
い
動
的
立
体
的
に
、
現
実
に
あ
ら
ま
ほ
し
い
宗
教
的
神
祕
の
世
界
を
具
象
化
す
る
総
合
芸
術

で
あ
る
。

『順
次

往
生
講
式
』
は
声
楽
を
中
心
と
し
て
理
想
的
世
界
を
表
現
し
、
ね
が
わ
し
い
心
を
養
わ
ん
と
す
る
静
的
聴
覚
中
心
の
宗
教
儀
礼
で
あ
る
。

迎
講
は
堂
内
ま
た
は
堂
外
何
れ
に
お
い
て
も
行
わ
れ
、
多
人
数
に
よ

っ
て
構
成
せ
ら
れ
る
が
、
往
生
講
は
堂
内
で

一
人
を
申
心
と
し
て

行

わ
れ
る
の
を
本
体
と
す
る
。
と
も
に
結
縁
参
加
者
に
自
己
を
含
め
て
宗
教
的
感
動
を
与
え
る
点
、
信
仰
培
養
の
た
め
等
し
く
大
な
る

意
義
を
持

っ
て
い
る
。

以
上
の
各
浄
土
教
儀
礼
の
成
立
と
展
開
に
関
し
て
論
及
し
た
が
、
不
断
念
仏
は
円
仁
が
中
国
か
ら
将
来
し
た
五
台
山
念
仏
を
母
胎
と

し
た
も
の
で
、
源
為
憲
の

『
三
宝
絵
詞
』
に
大
要
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
往
生
伝
そ
の
他
の
文
献
に
よ
り
そ
の
実
修
と
転
訛
、
意
義

の

変
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
勤
学
会
は
慶
滋
保
胤
を
中
心
と
す
る
大
学
学
徒
及
び
山
門
の
学
侶
が
三
月

・
九
月
の
十
五
日
集
合
し
て

行

っ
た
。
そ
の
仏
事
の
内
容
は
講
経
と
念
仏
、
作
詩
、
朗
詠
、
誦
偈
等
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
法
の
道
」
と

「文

の
道
」
を
た



が
い
に
増
進
す
る
機
会
と
し
た
。
こ
の
花
花
し
い
発
足
に
拘
ら
ず
、
早
く
衰
退
し
た
原
因
と
、
法
興
院
勧
学
会
復
興

に
つ
い
て
も
言
及

す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

二
十
五
三
昧
会
は
根
本
結
衆
二
十
五
人
連
署
の
発
願
文
に
よ
り
、
結
衆
の
員
数
、
結
衆
中
の
病
者
に
つ
い
て
の
盟
約
と
、
十
五
日
の

念
仏
三
昧
に
よ
り
往
生
を
念
ず
る
こ
と
を
合
議
決
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
構
成

・
目
的

・
内
容
が
知
ら
れ
る
。
ま

た
発
願
文
の
冒
頭

に

「
三
界
皆
苦
、
五
薀
無
常
、
苦
与
二無
常
一、

誰
不
レ
厭
乎
」
と
あ
る
の
で
、

そ
の
思
想
的
根
拠
は

『往
生
要
集
』

の
第

一
厭
離
穢
土

門

に
よ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
二
十
五
三
昧
会
の
実
修
に
関
す
る

『
起
請
八
箇
条
』
と

『定
起
請
』
と
の
関
係
と
、
各
そ
の
使
命
と

特

色
役
割
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お

『
二
十
五
三
昧
式
』
の
内
容
と

『往
生
要
集
』

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、
こ

の
二
十
五
三
味
会
も
歴
史

の
積
み
重
ね
と
共

に
、
追
善
儀
礼
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
文
献
資
料

に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
。

迎
講
は
源
信

の
創
始

で
あ

っ
て
、
そ
の
起
源
は
平
維
茂

に
与
え
た
迎
接
曼
荼
羅

に
萠
し
て
い
る
。
直
接

の
始
源
を
物
語
る
は

『古
事

談
』
巻
三
、

『私
聚
百
因
縁
集
』
巻
八
で
あ
る
。
こ
の
望
ま
し
い
往
生
浄
土
の
儀
式
が
各
地
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
は
、
往
生
人
の
臨

終

の
瑞
相
の
告
白
の
な
か
に
、
し
ぼ
し
ぼ
物
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
か
っ
て
視
聴
覚
に
よ
る
教
化
の
機
能
を
も

っ

た
迎
講
も
、
平
安
末
期
以
後
に
は
追
善
の
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
次
第
を
、
伝
え
ら
れ
る
実
例
を
挙
げ
て
歴
史
的
に
示

し
た
。

臨
終
行
儀
は
善
導
の

『
観
念
法
門
』
に
出
で
、
源
信
は

『
往
生
要
集
』
の
大
文
第
六
別
時
念
仏
に
踏
襲
し
て
い
る
。
従

っ
て

『
往
生

要
集
』
を
指
南
書
と
す
る
実
践
集
団
と
も
い
う
べ
き
、
二
十
五
三
味
会
衆
の
規
約
即
ち
二
種
の
起
請
に
、
結
衆

の
病
者
を
別
処
に
移
住

せ
し
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
阿
弥
陀
仏
に
引
接
せ
ら
れ
、
ま
た
は
迎
接
せ
ら
れ
る
宗
教
的
神
秘
的
瞬
聞
を
具
象
的
し
た
作
法

は
、
平
安
時
代
後
期
以
後
広
く
僧
俗
の
間
に
行
わ
れ
た
。
仏
と
往
生
人
と
を
結
ぶ
五
色
の
絲
の
心
理
作
用
は
、
環
境

の
調
整
と
共

に
往

生
人
を
極
楽
に
誘
う
最
善
の
方
途
と
な
っ
た
。

平
安
浄
土
教
信
仰
史
の
研
究

(博
士
論
文
要
旨
)

一
五
七



一
五
八

百
万
遍
念
仏
の
起
源
は

『木
檍
子
経
』
に
出
で
、
中
国
で
は
迦
才
が

『
浄
土
論
』
に
こ
の
説
を
引
い
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
は
念
仏
に

心
念
と
口
念
と
が
あ
る
。
口
念
に
つ
い
て

『
木
檍
子
経
』
に
よ
り
口
称
念
仏
は
心
を
散
乱
せ
し
め
ぬ
の
で
、
念
仏
百
万
遍
以
上
す
れ
ば

往
生
す
る
と
判
断
し
、
道
綽
は
七
日
の
念
仏
に
よ
り
百
万
遍
の
念
仏
を
称
え
た
実
証
と
し
て
い
る
。
わ
が
国

で
は

源
信

が

『往
生
要

集
』
に
尋
常
の
別
行
を
説
き
、
そ
の
な
か
に
迦
才
の

『
浄
土
論
』
を
引
用
し
て
百
万
遍
念
仏

の
こ
と
を
勧
め
た
。
こ
の
百
万
遍
念
仏
は

源
信
が

『
往
生
要
集
』
の
成
立
以
前
よ
り
強
調
し
て
い
た
こ
と
は
、
往
生
伝
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
判
明
す
る
。

こ
の
種
の
念
仏
は

後
世
盛
ん
と
な
っ
た
天
王
寺
念
仏
と
云
う
結
集
念
仏
を
産
み
、
種
々
に
変
容
し
て
祈
願
、
追
善
の
た
め
に
修
し
、
功
徳
の
融
通
の
思
想

を

も
産
む
に
至

っ
た
。

　儒

第
三
篇
の
平
安
文
芸
と
浄
土
信
仰
に
お
い
て
は
、
元
来
詩
歌
は
感
動
の
情
を
文
字

に
表
現
し
た
も
の
で
、
そ
の
感
動
の
再
現
は
文
字

が
音
声
を
衝
い
で
出
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て

一
人
の
感
動
が
多
数

の
他
者
に
伝
達
せ
ら
れ
、
信
仰
伝
達

の
役
割
り
も
持

つ

も
の
で
あ
る
。
凝
然
は

『
声
明
源
流
記
』
に

「
声
相
清
雅
、
悦
二諸
人
耳
一、
音
体
哀
温
、
快
二衆
類
心
こ

と
い
み
じ
く
も
喝
破
し
、
師

錬

は

『元
亨
釈
書
』
巻
二
十
九
に

「
楞
厳
日
、
此
方
真
教
体
、
清
浄
在
二音
聞
一、

声
韻
之
作
也
有
レ
以
矣
、
吾
仏
六
十
四
種
、
頻
伽
梵

音
、
令
ラ
人
楽
聴
一、
豈
非
二摂
化
之
巧
便
一乎
」
と
、
各
そ
の
重
要
度
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
が
俗
耳
に
入
り
、
理
解
に
直
結
す

る
和
語
の
詠
唱
は
な
お
さ
ら
と
言
う

べ
き
で
あ
る
。

仏
教
信
仰
の
流
伝
に
は
唱
導
、
即
ち
演
説
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
師
錬
は

「自
二従
吾
法
東
伝
↓
諸
師
皆
切
一一於
諭
導
一矣
」

と
述

べ
て
い
る
。
法
を
伝
達
す
る
形
式
に
は
文
字
に
よ
る
も
の
と
、
音
声
に
よ
る
も
の
と
が
あ
る
。
教
育
ま
た
は
印
刷
技
術
の
発
達
普

及

せ
ぬ
古
代
に
あ
っ
て
は
、
文
字
に
よ
り
大
衆
に
理
解
を
勧
め
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
迦
才
の

『
浄
土
論
』
三
巻
は
極
楽
浄
土
と
そ



の
浄
土

に
生
れ
る
機
を
判
定
し
、

理
論
ど
実
例
を
挙
げ
て
凡
夫
往
生
の
可
能
を
明
し
た
書
で
あ
る
。

迦
才
は

「
上
引
二経
論
二
教
一証
二

往
生
事
一実
為
二良
験
一但
衆
生
智
浅
不
レ
達
二聖
旨
一未
レ
若
下引
乙
現
得
二往
生
一人
相
猊
甲勧
申
進
其
心
上」
と
述

べ
て
、
道
俗
二
十
人
の
往
生

の
実
例
を
挙
げ
て
い
る
。
浅
智
の
者
た
ら
ず
と
も
実
例

・
譬
喩

・
因
縁
譚
が
教
説
の
主
旨
を
理
解
助
成
す
る
効
用
は
、
量
り
知
れ
な
い

も

の
が
あ
る
の
で
、
釈
尊
も
し
ぼ
し
ぼ
用
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
仏
教
説
話
文
学
の
成
立
の
動
機
が
唱
導
の
た

め
と
か
、
趣
味
と

し
て
行
わ
れ
た
と
か
論
者
の
見
解
に
よ

っ
て
異
る
が
、
い
ま
前
者
の
立
場
を
と
れ
ば
、
仏
教
説
話
文
学
は
唱
導
の
譬
喩

・
因
縁
譚
の
宝

庫
と
称
す
べ
き
で
あ

っ
て
、
信
仰
鼓
吹
上
俗
耳
に
強
く
印
象
せ
し
む
べ
き
例
話
の
み
で
あ
る
。

初
め
に
平
安
時
代
の
文
芸
作
品
の
随

一
に
数
う
べ
き
も
の
に
、
知
恩
院
蔵

『
順
次
往
生
講
式
』
が
あ
る
。
本
講
式

の
特
長
は
述
意
門

と
正
修
門

の
各
段
及
び
回
向
門

に
舞
楽
が
伴
い
、
正
修
門

に
は
楽
と
共
に
催
馬
楽
の
曲
を
付
し
、
歌
詩
は
西
方
浄
土
の
有
様
や
快
楽
の

様

子
を
歌
い
あ
げ
、
自
ら
極
楽
浄
土
を
欣
慕
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
平
安
時
代

に
公
卿
の
仏
事

に
管
絃
供
仏

の
こ
と
を
記
録
し
、
朗

詠
今
様
の
こ
と
を
仏
事
に
伴
わ
し
め
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
本
講
式
は
そ
の
状
況
を
明
ら
か
に
知
る

一
資
料
で
あ
る
。
内
容
の
検
討

に
よ
っ
て
成
立
年
代
、
作
者
等
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
大
原
来
迎
院
所
蔵
の

『極
楽
声
歌
』
は
、
魚
山
に
伝
え
ら

れ
る
秘
書
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
い
さ
さ
か
錯
簡
が
あ
る
が
、

『
順
次
往
生
講
式
』
の
歌
詩
の
み
を
摘
出
し
て
編
集

し
た
も
の
で
、
む

し
ろ

『
順
次
往
生
講
式
』
に
脱
落
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
部
分
を
温
存
し
て
い
る
点
、
貴
重
な
資
料
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
』
は
唱
導
の
補
助
材
料
の
宝
庫
と
せ
ら
れ
る
が
、
巻
十
五
は
往
生
伝
で
あ
る
と
の
見
解
が
主
張
せ
ら
れ
て
い
る
。
巻
十

五
の
五
十
四
の
説
話
の
素
材
は
既
存
の
資
料
に
よ
っ
て
い
る
が
、
撰
者
は
さ
ら
に
当
時
世
間
に
流
布
し
て
い
た
伝
承
説
話
を
発
掘
採
集

し
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
巻
十
五
の
み
に
限
ら
ず
、

「
本
朝
付
仏
法
」
の
全
篇
に
つ
い
て
、
諸
種

の
行
業

に
よ
り
臨
終

に
異
相
を
現
U
た
往
生
人
は
あ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
即
ち
教
学
と
信
仰
、
ま
た
は
現
当
二
世

の
利
益
観
念
に
よ

っ
て
、
終
局
的

に
は

極

楽
浄
土
を
求
め
た
の
が
古
代
人
の
信
仰
構
造
で
な
か

っ
た
か
と
思
う
。
こ
の
観
点
よ
り
多
く
の
往
生
譚
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

平
安
浄
土
數
信
仰
史
の
研
究

(博
士
論
文
要
旨
)

一
五
九



一
六
〇

"
古
代
の
歌
謡
の
持

つ
特
性
は
宗
教
意
識
、
特
に
民
族
共
同
体
的
信
仰
の
精
神
を
内
容
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
宗
教
意
識
は
中
世

に
仏
教
精
神
ど
替
え
ら
れ
た
。
古
代
の
宗
教
心
の
表
現
形
式
は
集
団
的
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
は
個
人
的
、
儀
礼
的
な
も
の
と
な
り
、

さ
ら
に
自
己
内
心
の
奥
底
か
ら
の
欲
求
と
し
て
浴
れ
出
る
も
の
と
な
る
。
従

っ
て
こ
れ
等
は
民
族
信
仰
世
界
か
ら
遊
離
し
て
、
個
々
の

心
奥
に
横
た
わ
る
宗
教
意
識
を
目
覚
め
し
め
、
共
感
を
呼
び
起
さ
す
結
果
に
移
行
し
た
。
よ
っ
て
こ
の
社
会
で
謡
い
弘
め
ら
れ
た
歌
謡

に
は
、
自
己
内
心
の
奥
底
か
ら
響
き
出
し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
の
で
き
な
い
知
性
的
、
教
訓
的
な
も
の
が
多

い
。

勧
学
会
ま
た
は
そ
の
他

の
機
会
に
、
文
人
貴
族

に
よ

っ
て
実
地
に
広
く
朗
唱
せ
ら
れ
た
詩
文
、
及
び
仏
歌

の
た
ぐ

い
が
伝
承
せ
ら
れ
、

『
倭
漢
朗
詠
集
』
の
編
集
と
な

っ
た
。
こ
の
集

の
詩
句
全
体
が

一
般
社
会
の
上
下
で
盛
ん
に
朗
詠
せ
ら
れ
た
と
は
速
断
せ
ら
れ
ぬ
が
、

好

ん
で
愛
唱
せ
ら
れ
た
佳
句
が
固
定
化
し
、
朗
詠

の
専
門
の
家
柄
が
成
立
す
る
と
同
時
に
、
貴
族
社
会
の
嗜
好
に
応
じ
て
広
く
行
わ
れ

た
。
こ
の
佳
句
詠
唱
の
風
潮
は
宮
廷
の
諸
行
事

に
も
取
込
ま
れ
、
こ
れ
が
仏
家
の
社
会
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
仏
家
の
社
会
に
お
い

て
も
庶
民
と
交
渉
の
多
い
下
級
僧
侶
の
間
に
下
降
し
て
行
わ
れ
て
、
庶
民
の
間

に
流
行
の
萠
し
を
も
た
ら
し
た
。
こ

の
傾
向
は
き
ら
に

遊
女
、
白
拍
子
に
よ

っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
宴
席

に
お
い
て
も
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る

「
う
た
い
物
」
の
世
界
に
下
降
す
る
に
至

っ
た
。

こ
の
こ
と
は

『
倭
漢
朗
詠
集
』
下
巻

「
仏
事
」
の
和
歌
二
首
が
、

『
梁
塵
秘
抄
』
の

「
無
称
歌
」
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
朗
詠

時
代
か
ら
今
様
時
代
に
ま
で
受
け

つ
が
れ
た
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
例
は

『
梁
塵
秘
抄
』
の
検
討
に
よ

っ
て
明

ら

か
に
せ
ら
れ
る
。

さ
ら
に

『梁
塵
秘
抄
』

の
中
、
浄
土
教
に
関
連
を
も

つ
内
容
を
謡

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
「
仏
歌
」
二
十
四
首
中

の
六
首
、
「
法
花

経

二
十
八
品
歌
」
百
十
五
首
中
二
首
、

「
極
楽
歌
」
の
六
首
、

「僧
歌
」
十
首
中

一
首
、
「
雑
法
文
歌
」
五
十
首
中
四
首
で
あ
る
。
こ
れ

等

の
内
容

に
つ
い
て
教
理
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た

「
二
句
神
歌
」

の
中

に

『新
古
今
和
歌
集
』

「釈
教
」
中

に
も
納
め
る
法
円

上
人
の
臨
終
行
儀
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は

『往
生
要
集
』
の
影
響

に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
社
会
的
影
響
は
そ
の



詠
唱
に
よ
り

『
往
生
要
集
』
と
比
肩
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。

『
倭
漢
朗
詠
集
』
か
ら

『
梁
塵
秘
抄
』
に
至
る
聞
に
、
浄
土
信
仰
を
謡
い
表
わ
し
た
も
の
は
、
そ
の
他

の
仏
教
思
想
を
謡
う
も
の
と

比

し
て
、
数
量
的
に
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
少
な
い
に
も
拘
ら
ず
浄
土
教
信
仰
の
培
養
や
鼓
吹
上
、
こ
れ
等

の
歌
唱
の
役
割

の
意
義

を
大
と
す
る
の
は
、
時
代

の
信
仰
が
末
法
思
想
の
浸
透
に
よ
り
著
し
く
浄
土
教

に
傾
斜
し
た
こ
と
と
、
貴
族

の
登
り
詰
め
た
権
勢

の
絶

頂

に
、
下
降
の
闇
黒
の
宿
る
こ
と
に
眼
を
覆
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
か
く
て
宿
命
的

に
現
在

に
絶
望
し
て
い
た
大
衆
と
共
に
、
浄

土

の
実
在
を
信
じ
、
こ
の
世
を
穢
土
と
厭
う
思
い
を
濃
厚

に
し
た
。
よ
っ
て
貴
族

の
権
勢

の
下
降
線
上
の
初
期
に
表
わ
れ
た
の
が
倭
漢

の
詩
文
佳
句

の
朗
詠
で
あ
り
、
次
い
で
世
間

一
般

の
風
潮
を
な
し
た
の
が

『梁
塵
秘
抄
』
に
代
表
せ
ら
れ
る
歌
謡
で
あ
る
。
こ
の

『
梁

塵

秘
抄
』

の
成
立
過
程
に
は
上
流
貴
族

の
社
会
か
ら
下
降
し
て
大
衆
化
し
た
も
の
、
ま
た
下
層
大
衆
の
世
界
に
育

っ
た
も
の
が
上
流
社

会

に
吸
収
せ
ら
れ
て
行
わ
れ
る
に
至

っ
た
生
立
ち
を
持

つ
も
の
も
あ
る
。
こ
の
両
者
の
仏
教
歌
詠
と
信
仰
の
閥
題
に

つ
い
て
論
究
を
試

み
た
。
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